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＊｢ポレーシェ｣とは チェルノブイリ付近の湖沼低地帯をいう 
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〒466-0064 名古屋市昭和区鶴舞３-8-10 愛知労働文化センター  地下1階 

NPO法人 チェルノブイリ救援・中部 

銀 行 名：三菱東京UFJ銀行 名古屋営業部（店番号150） 

口 座 番 号：普通 6949211 

口 座 名 義：特定非営利活動法人チェルノブイリ救援中部 理事長 神谷 俊尚 

郵 便 振 替：00880－7－108610 

T E L ／ F a x：052－732－7172（月･水･金 10:00 ～ 17:00） 

ホームページ ：http://www.chernobyl-chubu-jp.org 

日の出ずる国、働く人々の国    

 今年2月、私は日本を訪問する機会に恵まれました。東京と福島

で行われた、｢福島復興のためのシンポジウムとセミナー｣への公式

な招聘によるものです。ウクライナから、｢チェルノブイリ救援・中

部｣とすでに20年にわたり協力している｢チェルノブイリの人質た

ち（ホステージ基金）｣が参加できたのは、とても嬉しいことでした。 

 シンポジウムへの参加者たちは、自分たちの任務の重大さを理解

していましたから、誰もができるだけ多く語ろうと努めました。「自

分の経験や土壌・大気・水の放射能軽減技術」「悲しみに打ちひしが

れる人々を団結させサポートする術」「自分の健康に配慮して何に注意を払うべきか」、また「政府に対し原子力政

策の誤りに責任を取らせる手段などについて」等々。チェルノブイリ事故から25年が経ち、｢平和利用｣であるは

ずの原子力がもたらした影響に対する私たちの闘いの経験は、福島県の住民にとって大いに参考となるでしょう。

地元の方々の反応は、感嘆と尊敬の意を呼び起こすものでした。彼らが率先して警鐘を鳴らし、彼らにとって関心

のある質問を飽くことなく浴びせ続けたのです。彼らは、日本の官僚たちに枕を高くして眠ったりはさせないでし

ょう。そして、環境汚染との闘いの計画を、自ら立てていくことでしょう。 

 津波で被災し、家族と家を失った人たちの悲劇にも、衝撃を受けました。彼らは、何代にもわたって伝えられて

きたであろう家族の記念品をも、一瞬にして失ったのです。 

 ウクライナに戻って、そのような惨事に見舞われた日本の将来はどうなるのかと聞かれた時、私はいつも津波の

跡のがれきを片付けているボランティアを例として挙げました。それは、全く私心のない人たちが行っている巨大

な仕事です。11ヶ月の間に彼らがなしとげた仕事の成果は、本当に感嘆に値するものです。それほど多くの作業を、

しかも当初からごみの分別をしながら行えるのは、日本人だけでしょう。このことだけでも、日本の方々に深くお

辞儀をしたい思いです。ですから、インタビューを受けるたびに私は言うのです。｢日本は津波の被害を、ごくすみ

やかに、外国からの支援なしで克服するでしょう。日本はより力強く豊かになるでしょう。世界一勤勉な民族なの

ですから！｣ 

 そして私は、哲学的な言葉でこの記事をしめくくりたいと思います。人間は自らの運命の主人であり、状況に屈

服することなく、自分と自分の子ども達の命のために闘わなければなりません。私たちが皆さんとの友情を結んだ

1990年以来、皆さんはこのことを私たちに教えてくれました。今、私たちが皆さんをサポートし、示唆を与える

時がきたのです。 私たちは皆さんとともにあります！         （ホステージ基金 Ｅ.ドンチェヴァ） 
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